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学習内容

１）予防接種についての考え方
２）ワクチン懐疑と反ワクチン
３）報道の影響
４）放置するリスク
５）医療者にできること、すべきこと



予防接種・ワクチンへのスタンス

A積極的擁護 B受容 C無関心 D懐疑 E反対・否定
肯定的で接種に
疑いがない

予防、集団生活
のため必要

周囲の勧めに
よって接種

全否定ではない
が不信もある

全てのワクチン
を否定

スケジュール通りに接種 接種またはまっ
たく未接種

一部未接種 自分の子供には
接種しない

医療者を信頼 不信ではないが
疑問もある

医療者不信

医療者からの情報に関心あり 情報に関心無し 関心あり自分で
も調べている

ワクチン情報関
心無し

公費化賛成 重要なので公費
と考えている

公費でなければ
接種しない

公費であっても
未接種ワクチン
がある

公費化に反対

思春期以後は本人の意思を尊重 思春期以後も接
種させない



信念をもって否定的な人たち
（短期的には説得困難）



オランダ 麻疹アウトブレイク（2013年）

【対処法】
①より早期からの教育
②カウンターの情報を常
に発信
③２次的に子どもを救う
方法を説明



【海外の対処法】
①就学時の義務づけ
②辞退条件の厳密化
②経済的インセンティブ

反ワクチン情報
↓

影響され
拡散する人たち



もっとも影響の大きい
報道の問題
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日本の主要新聞におけるHPVワクチンの
報道分析 CID 2016.09.22



プログラムの成熟度

Incidence

感染症

ワクチン接
種率 Adverseワクチン関連
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信頼の喪失

アウトブレイク
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信頼の再獲得

予防接種プログラムのたどる道
ワクチンの安全性の認知とその影響

a
b

Vaccines, Plotkin p.1630 fig 74-1

メディア（情報発信媒体）
としての専門家の課題



How a major newspaper 
bungled a vaccine story, 
then smeared its critics 

Los Angels TImes
Feb 13 2015

Feb 5, 2015 



The Anti-Vaccine Epidemic

These parents are almost uniformly 
highly educated, but they are making 
an uneducated choice. 
It's also a dangerous choice…Because 
we're unwilling to learn from history, 
we are starting to relive it. 
And children are the victims of our 
ignorance.”

Dr. Paul Offit
WSJ 
9/24/14

【課題解決】

報道機関へのはたらきかけ
①広報・啓発委員会の設置
②メールやFAX・手紙で意見
③メディアセミナー
④プレスリリース
⑤SNSやブログで発信する

必要性のない製薬会社との接点をなくす
（どうみえるか問題）


